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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月
の

ベス
トシ
ョット

私もち
ょっと

おひ
なさ
ま気
分

　いわ
むら城

下町の
ひなま

つりが
3

月１日
に始ま

り、４
月３日

まで行
われ

ていま
す。こ

の間は
、岩村

本通り
など

の 11
8 カ所

でのひ
な人形

やひな
飾り

の展示
をはじ

め、趣
向を凝

らした
企画

が盛り
だくさ

ん。市
有形文

化財勝
川家

では、
きれい

な着物
を羽織

ってお
ひな

さま気
分にな

れる催
しが行

われ、
人気

を集め
ました

。
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『本年度のまちづくり』



に
努
め
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
指
針

は
、
平
成
２７
年
度
が
目
標
年
次
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
２
年
間
は
、
総
仕
上
げ
の
時
期

と
し
て
、
確
た
る
都
市
基
盤
づ
く
り
を
着

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ニ
ア
は
に
ぎ
わ
い
創
出
の
好
機

　
本
年
度
は
、
い
よ
い
よ
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
、
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
策

定
さ
れ
、
こ
の
構
想
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
も
た
ら
す
相
乗
的
な
効
果
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

　

２
月
２７
日
に
開
か
れ
た
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は

本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進

め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

都
市
基
盤
を
着
実
に
つ
く
る

面
で
の
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
の
好
機
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
、
三
菱
電
機
株
式
会
社
伊
丹

製
作
所
が
、
第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

地
内
に
分
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
稼
働
開
始
予
定
を
平
成
２７
年

４
月
と
し
、
従
業
員
は
稼
働
開
始
時
に

１
０
０
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市

に
立
地
決
定
し
た
理
由
と
し
て
は
、
交
通

10
年
の
節
目
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
１
市
５
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
本

市
は
、
本
年
１０
月
２５
日
に
１０
周
年
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。１０
月
１１
日
㈯
に
は
、

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
１０
年
間
を
振
り
返

り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１０
年
間
に
は
、「
人
・
地
域
・
自

然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
を
将
来
像
と

す
る
総
合
計
画
と
、
本
市
が
持
続
的
発
展

を
続
け
る
た
め
の
行
財
政
改
革
大
綱
の
二

つ
を
車
の
両
輪
に
、
地
域
間
の
融
合
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
間
格
差
の
解
消

の
利
便
性
や
そ
の
他
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
諸

条
件
が
最
適
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
優
位
性
と
リ
ニ
ア
の
効
果
を

生
か
し
、
次
な
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
用

地
確
保
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な

が
る
企
業
従
業
員
な
ど
の
住
宅
や
住
宅
用

地
の
確
保
も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
施

策
の
柱
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
年

間
観
光
交
流
人
口
が
目
標
よ
り
も
早
く

４
０
０
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
か
ら
、
次

な
る
目
標
を
５
０
０
万
人
に
掲
げ
、
国
内

外
に
観
光
資
源
の
豊
富
な
本
市
の
魅
力
を

十
分
に
宣
伝
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
本
市
の
観
光
地
を
代
表
す
る
恵
那

峡
に
再
び
多
く
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
、
再
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
昨

年
、
恵
那
峡
再
整
備
構
想
策
定
委
員
会
か

ら
提
出
を
受
け
た
再
整
備
基
本
計
画
報
告

書
に
従
い
、
恵
那
峡
の
基
本
的
な
観
光
資

源
の
森
林
や
、
湖
畔
、
峡
谷
な
ど
の
自
然

環
境
の
磨
き
上
げ
と
関
連
施
設
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
市
民
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
安
心
・
安

全
な
環
境
づ
く
り
と
、
利
便
性
の
確
保
と

し
て
は
、
市
全
体
で
の
医
療
や
救
護
の
拠

点
施
設
の
役
割
を
担
う
市
立
恵
那
病
院
を

再
整
備
し
ま
す
。
ま
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
集
約
化
と
分
散
し
て
い
る
市
役
所
機

能
を
一
元
化
す
る
た
め
、
市
役
所
庁
舎
新

館
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
を
促
進

　
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
諸

施
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
市
役
所

組
織
体
制
の
改
編
を
行
い
ま
す
。主
に
は
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
二
つ
の
執
行

機
関
を
よ
り
機
能
的
に
連
携
さ
せ
、
生
涯

学
習
都
市
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
に

基
づ
き
、
全
市
的
に
生
涯
学
習
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、社
会
教
育
と
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
市
長
部
局
で
執
行
す
る

体
制
に
し
ま
す
。
ま
た
幼
稚
園
、
保
育
園

の
子
ど
も
園
化
に
向
け
た
、
幼
児
の
教
育

課
程
の
一
元
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
保
育

園
と
幼
稚
園
に
関
す
る
事
務
を
総
合
的
に

教
育
委
員
会
で
執
行
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
き

た
新
市
の
基
盤
を
、
１０
年
の
節
目
を
迎
え

る
中
で
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
、
発
展

の
礎
と
な
る
よ
う
今
後
も
施
政
運
営
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
と
行
革
を
総
仕
上
げ

特集　本年度のまちづくり
施政方針

▲リニアまちづくり構想に沿ってまちづくりを計画（写真はリニアが通るとされ
ている大井町の阿木川付近）

▲市議会定例会で施政方針を説明する可知市長

▲市図書館前に設置されている三学のまち恵那の宣言碑

3 2014.4.1 2広報えな



自主財源

(34.9％
）

92億4,033万
円依
存
財
源
(65.1％)172億1,967万

円

義務的経費(43.4％
)114億

8,026万円

その他経費
(44.3％

)117億
2,513万円

投資的経費   （12.3%）32億5,461万円

使用料及び手数料（１.５％）
４億０,７０７万円

諸収入など（３.７％）
９億７,３６７万円

繰越金（１.９％）５億円

市税（２６.６％）
７０億５,０００万円

市債（１１.２％）
２９億６,２８０万円

譲与税など（４.３％）
１１億５,５５０万円

地方交付税（３５.０％）
９２億５,０００万円

県支出金（７.０％）
１８億４,８３０万円

国庫支出金（７.６％）
２０億０,３０７万円

民生費（２６.２％）
６９億４,１３０万円

公債費（１５.３％）
４０億５,４００万円

総務費（１５.４％）
４０億７,８３０万円衛生費（１３.４％）

３５億４,６８０万円

土木費（６.８％）
１８億０,３１０万円

教育費（１０.６％）
２８億０,４９０万円

農林水産業費（４.７％）
１２億３,９４０万円

消防費（３.８％）
９億９,６４０万円

商工費（２.８％）
７億２,７１０万円

議会費（０.８％）
２億０,４９０万円

労働費（０.１％）
３,３８０万円
予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.１％）
４５億３,０３３万円

扶助費（１１.０％）
２８億９,５９３万円

公債費（１５.３％）
４０億５,４００万円

普通建設費（１２.３％）
３２億５,４６１万円

物件費
（１９.２％）
５０億７,５１７万円

補助費など（９.９％）
２６億３,１３８万円

繰出金（１２.１％）
３１億９,０４５万円

その他（３.１％）
８億２,８１３万円

市
全
体
で
は
約
１５
億
１
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

一
般
会
計
で
１
億
６
０
０
０
万
円
（
０
・

６
㌫
）
の
増
額
、
特
別
会
計
で
は
６
億
３

１
８
０
万
円
（
４
・
２
㌫
）の
増
額
、企
業

会
計
で
は
７
億
２
２
９
８
万
円
（
９
・
７

㌫
）の
増
額
と
な
り
、
全
会
計
の
合
計
で
、

１５
億
１
４
７
８
万
円
（
３
・
１
㌫
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
前
年
度
、
一
般
会
計
で
は
、
国

の
経
済
対
策
な
ど
で
、
本
年
度
に
予
定
し

て
い
た
事
業
の
一
部
の
４
億
１
５
６
０
万

円
を
前
倒
し
し
て
予
算
化
。
前
々
年
度
に

も
７
億
７
３
１
３
万
円
を
前
倒
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
前
年
度
対

比
で
は
実
質
０
・
７
㌫
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

市
税
は
前
年
度
比
４
・
３
％
の
増
に

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
賃
金
上
昇
や

穏
や
か
な
景
気
回
復
を
見
込
み
、
市
民
税

で
１０
・
６
㌫
の
増
、
固
定
資
産
税
で
は
１
・

０
㌫
の
増
と
す
る
な
ど
、市
税
全
体
で
は
、

２
億
９
３
０
５
万
円
（
４
・
３
㌫
）
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
公
債
費
措
置
額
の
増

加
や
交
付
額
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

７
０
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
合
併
特

例
債
は
、
１５
億
２
１
８
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

光
関
連
で
は
、
首

※

都
圏
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
や
恵
那
峡
再
整
備
事
業
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
生
涯
学
習
市
民
三
学
運
動
の

推
進
、
幼
稚
園
保
育
園
英
語
指
導
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
な
ど
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
定
住
奨
励
金
な
ど
定
住
促
進
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
険
料
を
改
定
し
財
源
不
足
を
解
消

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
が
、
保
険
給
付
費
な
ど
の
上
昇
に

よ
っ
て
増
額
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
で
は
、
財
源
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
、
平
均
１１
・
８
㌫
の
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
改
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
岩
村

町
や
山
岡
町
の
簡
易
水
道
再
編
事
業
や
上

矢
作
町
木
の
実
地
区
の
未
普
及
地
域
解
消

事
業
を
行
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
、
奥
戸
処
理
区
と
岩
村
処
理

区
で
耐
震
と
長
寿
命
化
事
業
を
行
う
た

め
、
増
額
と
な
り
ま
す
。

  

企
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
会
計
制

度
が
見
直
さ
れ
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
費

用
が
増
額
と
な
り
ま
す
。
ま
た
病
院
事
業

会
計
で
は
、
本
年
度
か
ら
新
し
い
市
立
恵

那
病
院
の
本
体
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
る

た
め
、
建
設
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

利
便
性
に
優
れ
た
新
庁
舎
を
建
設

　
歳
出
で
は
、
市
の
将
来
像
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
集
約
し
て
利
便
性
と
耐
震
に
優
れ
た
市

役
所
庁
舎
新
館
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
本

年
度
は
、
平
成
１６
年
１０
月
２５
日
に
６
市
町

村
が
合
併
し
て
か
ら
満
１０
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
市
制
１０
周
年
記
念
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
関
連
で
は
、
３
月

に
策
定
さ
れ
た
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進
め
、
観

一般会計歳入一般会計歳出

※首都圏観光プロモーション事業＝首都圏の人たちに観光を中心に当市のことを知ってもらう事業

特集　本年度のまちづくり
本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６４億６,０００万円 ０.６％

特 別 会 計 １５７億４,３２０万円 ４.２％

国民健康保険事業特別会計 ５８億７,２６０万円 ３.３％

介護保険特別会計 ５５億４,２８０万円 ４.４％

簡易水道事業特別会計 １６億３,０９０万円 ６.４％

農業集落排水事業特別会計 ２億３,７５０万円 △１４.４％

駐車場事業特別会計 ０円 皆減

公共下水道事業特別会計 １８億３,０００万円 １０.８％

遠山財産区特別会計 ３０万円 △２５.０％

上財産区特別会計 ９０万円 △１０.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億２,８２０万円 △０.０％

企 業 会 計 ８１億４,６２０万円 ９.７％

水道事業会計
収益的収支 ９億７,４６０万円 １２.７％

資本的収支 ２億４,８２０万円 ２.８％

病院事業会計
収益的収支 ４１億８,６００万円 ５.４％

資本的収支 ９億２,２３０万円 ４７.７％

介護老人保健
施設事業会計

収益的収支 ５億２,３６０万円 ３.０％

資本的収支 ３,７８０万円 ７.４％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ７億４,９８０万円 １０.９％

資本的収支 ２,０９０万円 △６３.１％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億５,９５０万円 ８.３％

資本的収支 ２,３５０万円 １２.９％

予 算 総 額 ５０３億４,９４０万円 ３.１％

平成２６年度会計別予算額

一般会計２６４億６千万円
前年度よりも０.６％増額
　平成２６年度の市の予算が決まりました。本年度は新市施行１０周年

を迎える節目の年です。予算では、平成 18 年度から進めてきた総合

計画仕上げの期間と位置付け、「人・地域・自然が調和した交流都市」

の実現を目指します。
□問い合わせ　財務課志２６-２１１１（内線３５２）

歳　入目的別性質別

分担金及び負担金（１.２％）
３億０,９５９万円

▼
こ
と
し
は
新
市
が
誕
生
し
て
10
年
目
と
な
る

節
目
の
年（
写
真
は
市
制
施
行
時
の
記
念
式
典
）
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※ 1　ＩＣＴ教育＝情報通信技術の利用や活用方法を取り入れた教育※　ハザードマップ＝自然災害による被害を予測し被害範囲を地図化したもの

自
主
財
源
は
３５
％
、依
存
財
源
は
６５
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３４
・
９
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
６５
・
１
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
は
、
個
人
市
民
税
で
は
前

年
度
比
１０
・
３
㌫
の
増
を
見
込
ん
で
い

る
他
、
法
人
市
民
税
は
緩
や
か
な
景
気

回
復
を
見
込
み
１２
・
０
㌫
の
増
、
た
ば
こ

税
が
５
・
０
㌫
の
減
、
入
湯
税
が
１７
・
７

㌫
の
増
な
ど
、
市
税
全
体
で
４
・
３
㌫
増

の
７０
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
０
・
８
㌫
増
の

９２
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
事

業
補
助
金
な
ど
か
ら
８
・
５
㌫
の
増
加
。

寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
え
な
応
援
寄
付
金

５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

市
債
は
、５
億
３
７
１
０
万
円（
１５
・
３
㌫
）

減
の
２９
億
６
２
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
市
債

を
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ビ
ス
を
集
約
し
た
市
役
所
庁
舎
新
館
の

建
設
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
山
岡

町
、
串
原
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
再
整
備

し
て
市
内
の
通
信
規
格
の
統
一
を
図
り
ま

す
。
衛
生
費
で
は
、
恵
那
病
院
の
再
整
備

事
業
へ
の
出
資
や
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

で
燃
料
費
な
ど
の
削
減
を
図
る
た
め
の
改

造
工
事
を
行
い
ま
す
。
教
育
費
は
、
山
岡

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
小
中

学
校
の
Ｉ※

１

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
事
業
費
や
屋

内
運
動
場
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
点
検
、

明
智
コ※

２

ミ
セ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事

の
他
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
を

行
い
ま
す
。
商
工
費
で
は
、
恵
那
峡
再
整

備
事
業
が
始
ま
る
他
、
企
業
誘
致
対
策
費

や
観
光
宣
伝
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
歳
出
総
額
２
６
４
億
円
６
０
０
０
万

円
は
、市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

４９
万
３
３
３
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
が
２
千
万
円
の
減

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
定
員
適

正
化
計
画
に
よ
り
、
２
０
６
１
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
公
債
費
は
前
年
度
に

繰
上
償
還
を
し
た
た
め
、
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
扶
助
費
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
給
付
や
生
活
保
護
費
が
増
加
し
、
福
祉

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
は
前
年
並
み
の

給
付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
庁
舎
新
館
建
設
事

業
や
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
改
造
工
事
、

コ
ミ
セ
ン
の
改
修
工
事
、
市
道
の
改
良
事

業
、
高
規
格
救
急
車
の
購
入
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業
会
計
を
含

め
た
市
全
体
で
は
、
前
年
並
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
武
並
小
学
校
プ
ー
ル
改
築

事
業
や
市
道
の
改
良
事
業
、
下
水
道
事
業

の
一
部
は
、前
年
度
に
前
倒
し
て
い
ま
す
。

　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
う
た

め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
し
、
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
支
援
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
外
国
人
英
語
教
師
や
図

書
館
司
書
を
派
遣
し
、
質
の
高
い
幼
児
教

育
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
施
設
の
運
営
方
法
を
選
択
す
る

た
め
に
、
こ
ど
も
園
を
検
討
し
、
幼
保
一

元
化
を
進
め
ま
す
。
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
も
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
で
は
「
い
き
い
き
ヘ
ル
シ

ー
プ
ラ
ン
２
」
に
沿
っ
て
健
康
寿
命
の
延

伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
の
実
現
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
予
防
、
合
併
症
な
ど
重
症
化

予
防
対
策
の
推
進
を
目
指
し
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
、
予
防
接
種
な
ど
を
行
い
ま

す
。
高
齢
者
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
要

介
護
に
な
ら
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

  

市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
で
は
、
平
成

２８
年
度
の
開
院
を
目
指
し
て
、
病
床
数

１
９
９
床
、
診
療
科
２０
科
を
基
本
に
病
院

の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

中
山
道
大
井
宿
で
は
、
沿
線
の
空
き
地

と
歴
史
的
建
造
物
を
利
活
用
し
、
活
性
化

と
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

  

防
災
対
策
で
は
、
災
害
時
に
市
民
が
的

確
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
と
５
地
区
の
土
砂
災
害
な
ど
の
警
戒

区
域
の
ハ

※

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
救
命
率
の
向
上
や
災
害
発
生
時
に
利

用
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
ま
す
。

  

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
や
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
事

業
、
定
住
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
住
宅
地
の
適
地
調
査
や
可
能
性
調
査

を
行
い
、
移
住
定
住
者
の
支
援
と
定
住
促

進
を
図
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
水

量
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
岩
村
町
と
山

岡
町
、
明
智
町
で
再
編
整
備
を
行
い
、
上

矢
作
町
で
は
、
水
道
未
普
及
地
区
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。
下
水
道
の
奥
戸
処
理

区
と
岩
村
処
理
区
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
と
長
寿
命
化
を
行
い
、
安
定
し
た

生
活
排
水
の
処
理
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

市
立
恵
那
病
院
の
建
設
工
事
に
着
手

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

水
道
施
設
を
整
備
し
水
量
不
足
を
解
消

※平成２６年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録
の人口、５３,６３５人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の
２６
％

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が
２６
・
２
㌫
を
占
め
、
続
い

て
総
務
費
が
１５
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
事
業
を

行
い
ま
す
。
ま
た
保
険
給
付
費
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
操
出
金
が
増

額
し
て
い
ま
す
。
総
務
費
は
、
窓
口
サ
ー

※ 2　コミセン＝コミュニティセンターの略 

特集　本年度のまちづくり
本年度予算主な事業

使われる金額 納める市税の額

民生費

１２９,４１７円

固定資産税

６３,０６５円

総務費

７６,０３８円

市民税

５２,５７４円

公債費

７５,５８５円

市たばこ税

７,３１４円

衛生費

６６,１２９円

都市計画税

５,１５９円

教育費

５２,２９６円

軽自動車税

２,３７７円

その他
９３,８７０円

その他
９５５円

合計
４９３,３３５円

合計
１３１,４４４円

▲総合的な観光地を目指し恵那峡を再整備▲岩村町富田に建設中の岩村浄水場

▼木々の伐採を終えた新市立恵那病院の建設場所
こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

歴史的風致維持向上事業 １,１００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道統合事業 ６億１,６００万円

上矢作簡易水道未普及地域解消事業 １億９,７００万円

恵那暮らしサポートセンター運営事業 ９００万円

定住促進奨励金事業 １,３００万円

土砂災害ハザードマップ整備事業 ５００万円

ヘリポート整備事業 ４００万円

公共下水道奥戸処理区整備事業 ４億１,１００万円

特環公共下水道岩村・竹折処理区整備事業 １億１,５００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

児童手当給付事業 ９億９,５００万円

子ども福祉医療費助成事業 ２億１,１００万円

地域子育て支援センターの運営 ２，６００万円

放課後児童対策事業、放課後児童クラブ施設整備事業 ５,５００万円

健康増進健診事業 ４,１００万円

特定健康診査・特定保健指導事業 ５,５００万円

予防接種事業 １億４,４００万円

医師・看護師等確保対策事業 ２,２００万円

市立恵那病院再整備事業 ７億１,５００万円
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「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
の
基
本
理
念
を

実
践
す
る
た
め
、
市
民
大
学
「
恵
那
三
学

塾
」
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
手
法
を
学
ぶ

講
座
や
、
大
学
連
続
講
座
、
出
前
講
座
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
セ
ン
で
行

う
市
民
講
座
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
中

央
図
書
館
で
は
、
図
書
シ
ス
テ
ム
を
更
新

し
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
図
書
の
購
入
や
学
校
と
コ
ミ
セ

ン
を
巡
回
す
る
司
書
を
配
置
し
、
図
書
室

の
運
営
や
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

  

学
校
教
育
で
は
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
力
分
析
を
深

め
、
質
の
高
い
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た

電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
を
活

用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
奨

学
金
は
、
将
来
も
安
定
し
て
運
営
で
き
る

よ
う
積
み
立
て
を
し
ま
す
。

　
コ
ミ
セ
ン
改
修
事
業
で
は
、
明
智
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
る
と
と
も
に
、
東
野
で
も
避
難
設
備

な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た

施
設
改
修
で
は
、
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
組
織

な
ど
が
取
り
組
む
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、
明
る
く

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
創
出
す

る
た
め
に
、
地
域
の
元
気
発
信
事
業
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
拠
点
施
設
整
備
の

助
成
金
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活

用
し
て
、
地
域
資
源
の
活
用
や
交
流
人
口

の
拡
大
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
事
業
活
動
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

  

１３
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る

地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の

発
展
と
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
と

の
連
携
を
深
め
、
市
民
活
動
推
進
助
成
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し
住
民
の
利
便

性
を
高
め
た
新
庁
舎
は
、
前
年
度
に
建
設

工
事
に
着
手
し
、
本
年
度
現
在
の
庁
舎
の

西
側
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
総
仕
上
げ
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

首
都
圏
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展

開
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
着
ぐ
る
み
）
の
作
成
な

ど
を
行
い
、
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
恵
那
峡
再
整
備
事
業
で
は
、
観
光

資
源
の
森
林
や
湖
畔
、
峡
谷
な
ど
の
自
然

環
境
を
生
か
し
、
総
合
的
な
観
光
地
へ
と

再
生
さ
せ
る
た
め
の
整
備
に
着
手
し
ま

す
。

　
中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

を
活
用
し
た
ク
リ
園
の
整
備
は
、
県
の
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
２０
㌶
の
ク
リ

園
の
造
成
を
行
い
、
恵え

な那
栗ぐ

り

の
生
産
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

  

イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産

物
被
害
対
策
事
業
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
駆
除
活
動
を
促
進
し
、
本
年
度
も

電
気
牧
柵
の
設
置
補
助
や
捕ほ

獲か
く
お
り檻
の
貸

与
、
狩
猟
者
の
支
援
と
育
成
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
工
業
で
は
、
引
き
続
き
奨
励
金
な
ど
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
や
、
工
場
の
立
地
に

適
し
た
土
地
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
は
、
岐
阜
県
駅
と
ル
ー
ト
案
が

発
表
さ
れ
、
３
月
に
は
市
民
委
員
会
が
ま

と
め
た
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
協
議
や
井
戸
と
河
川

水
路
な
ど
の
調
査
、
沿
線
地
区
で
の
整
備

計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
東
野
地
区
の
袖そ

で
ば
た畑

笠か
さ

作づ
く
り

線せ
ん

、
串
原
地
区
の
大
竹
松
本
線
、
上

矢
作
地
区
の
中
根
橋
の
工
事
な
ど
の
幹
線

道
路
や
、
住
民
の
生
活
基
盤
と
な
る
生
活

道
路
の
整
備
、
維
持
修
繕
、
橋
り
ょ
う
の

長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
点
検
、
交
通
安
全

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

山
岡
町
、
串
原
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
架
設
し
、
市
内
全
域
で
の

高
度
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
を
図
り

ま
す
。
地
籍
調
査
事
業
は
、
継
続
地
区
に

新
た
に
上
矢
作
町
漆
原
区
を
加
え
１３
地
区

で
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
各
地
域
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る

た
め
、
バ
ス
の
運
行
に
補
助
金
を
交
付
し

バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

講
座
の
連
携
で
三
学
の
ま
ち
恵
那
を
実
践

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

新
庁
舎
を
建
設
し
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
集
約

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

リ
ニ
ア
沿
線
地
区
の
整
備
計
画
を
策
定

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
場
所
を
模
索

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

公民館講座

学校授業

公民館エレベーター

特集　本年度のまちづくり
主な事業

▲分譲が完了し工場を建設中の第3期恵那テクノパーク

▼リニアの沿線地域のイメージ図（大井町岡瀬沢地区）▼各コミセンで市民講座を開催（写真は子どもの英語講座）

▲市役所の西隣に建設中の新庁舎

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

学校教育情報化推進事業 ３,８００万円

三学のまち推進事業 ６００万円

地区コミュニティセンター改修事業・バリアフリー推進事業 ４,９００万円

市中央図書館読書活動推進事業 ３,２００万円

子ども教室推進事業 ３００万円

正家廃寺跡保存整備事業 １,７００万円

山岡 B&G海洋センター改修事業 ３,５００万円

県営スケート場の運営管理 １億１,１００万円

奨学資金貸与基金積立金 ３,０００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地域づくり推進（基金活用）事業 ５,０００万円

地域の元気活力総合支援事業 ５,５００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ５００万円

まちづくり市民協会支援 ３００万円

放送運営事業 ８００万円

国際交流・多文化共生の推進事業 ２００万円

国際化に対応できる人づくり・まちづくり事業 ４００万円

市役所庁舎新館建設事業 ７億５,７００万円

新総合計画策定・進行管理業務 ９００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ５００万円

企業誘致対策事業・新工業団地可能地調査事業 ２億４,１００万円

恵那栗栽培の振興 ２００万円

県営中山間地域総合整備事業 １,５００万円

農産物鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲対策事業 １,４００万円

学校給食地産地消推進事業 １００万円

県単林道整備事業・流域公益保全林整備事業 １億２,７００万円

観光 PR事業の充実 ２,２００万円

恵那峡の再整備事業 ５,７００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

リニアを活用したまちづくり事業 １,６００万円

リニア沿線地域の整備計画事業 9００万円

地籍調査事業 １億0,８００万円

瑞浪恵那道路整備促進事業 ４００万円

幹線道路整備事業 １億９,７００万円

生活道路整備事業 １億円

生活道路維持整備事業 １億７,７００万円

地方生活バス路線確保事業 １億２,４００万円

ケーブルテレビネットワーク施設整備事業 ２億７,０００万円
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年
間
を
通
じ
て
道
路
の
清
掃
や

維
持
活
動
を
行
う
団
体
へ
、
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の

手
に
よ
る
道
づ
く
り
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
み
ん
な
の
み

ち
愛
護
事
業
の
手
続
き
を
見
直

し
、提
出
書
類
を
簡
素
化
し
ま
す
。

物
品
な
ど
の
必
要
経
費
へ
の
補
助

金
か
ら
、
活
動
を
助
成
す
る
交
付

金
へ
変
更
。
申
請
書
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
申
請
の
際
は
、
平
成
２５

年
度
の
申
請
書
と
間
違
え
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
活
動
内
容
　
作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
の
草

刈
り
や
側
溝
清
掃
な
ど
を
年
２
回

以
上
実
施
。
沿
線
の
花
木
の
植
栽

や
維
持
活
動
も
助
成
対
象
で
す
。

□
交
付
金
額
　
市
道
１
０
０
㍍
当

た
り
２
０
０
０
円
が
上
限
。
た
だ

し
国
県
道
は
１
０
０
０
円
が
上
限

で
す
。

※
予
算
の
範
囲
で
限
度
額
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
対
象
団
体
　
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
有
志
団
体
な
ど
の
地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
有
志
団

体
は
概
ね
５
人
以
上
で
、
会
員
名

簿
の
提
出
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
管
理
課
か
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
記
入
し
て
、
提
出
す
る
。
指

定
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（ht

tp://w
w

w
.city.ena.lg.jp/

）

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
５
月
３０
日
㈮

　
　
　
　
管
理
課（
内
線
２
０
８
）

　
孔
子
と
そ
の
学
問
を
顕
彰
し
、

こ
と
し
も
古
式
に
の
っ
と
り
第
３０

回
孔
子
祭
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
孔
子
祭
は
、
知
新
館
の
創
立
以

来
、
明
治
維
新
後
の
廃
校
ま
で
続

け
ら
れ
、
昭
和
６０
年
に
岩
村
城
築

城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活
し

た
祭
り
で
す
。
記
念
講
演
会
と
併

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
２６
日
、
８
月
１８
日
、

１１
月
１７
日 

、
平
成
２７
年
２
月
２

日
（
月
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
午

後
４
時

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、
証
明
写
真
、

療
育
手
帳
（
更
新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）

　
聴
力
を
な
く
し
た
方
や
難
聴
者

の
方
の
意
思
伝
達
と
情
報
取
得
に

は
「
文
字
」
が
大
切
な
手
段
で
す
。

あ
な
た
の
入
力
す
る
そ
の
文
字
が

瞬
時
に
聴
覚
障
が
い
者
の
耳
代
わ

り
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
身
に
付
け
た
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
を
生
か
し
、

「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」
の
基
礎

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
月
１１
日
、
１８
日
、
２５

日
、６
月
８
日
、２２
日
、２９
日
（
日

曜
日
）
午
後
１
時
～
４
時
（
全
６

回
）

□
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
講
義
３
回
、
実
技
３
回

□
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方
で
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

□
定
員
　
１０
人

□
料
金
　
５
０
０
円
程
度
（
資
料

代
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

□
申
し
込
み
方
法
　
社
会
福
祉
課

や
振
興
事
務
所
、
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
む
（
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で

の
連
絡
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

□
締
め
切
り
　
４
月
３０
日
㈬

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
０
４

長
島
町
永
田
７
１
６
―
２
２
７
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
手
話
通
訳
連
絡
会
志

思
２
５
―
９
４
２
８
、
死keitu

urenn@
gm

ail.com

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
５
）

せ
て
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

釈
奠
の
儀

□
と
き
　
４
月
１２
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

記
念
講
演
会

□
と
き
　
４
月
１２
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
▽
演
題
＝
「
聖
人
の
食

卓
―
『
論
語
』
の
食
文
化
―
」　

▽
講
師
＝
近
藤
正
則
氏
（
岐
阜
女

子
大
学
特
任
教
授
）

共
通

□
料
金
　
無
料

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
１６
日
㈮
、 

８
月
１

日
㈮
、 

平
成
２７
年
１
月
２２
日
㈭
午

前
１０
時
～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
１５
人

　
４
月
１
日
付
け
で
市
役
所
の
組
織
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
主
要
事
業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
も
の
。
こ
こ
で
は
、
改

編
さ
れ
た
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

新
体
制
で
市
民
三
学

運
動
を
展
開

　
市
は
、
平
成
２３
年
に
「
生
涯

学
習
都
市
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
を
基
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

「
企
画
部
」
を
「
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
」
に
改
め
ま
し
た
。
ま

た
教
育
委
員
会
に
あ
る
社
会
教

育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を

市
長
部
局
の
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
」
へ
移
動
。
他
課
と
の
横

の
連
携
を
強
化
し
て
市
民
三
学

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
課
で
は
「
社
会
教
育
課
」
を

て
い
た
児
童
手
当
や
児
童
扶
養

手
当
、
家
庭
児
童
相
談
な
ど
の

事
務
は
、
社
会
福
祉
課
内
に
設

置
し
た
「
こ
ど
も
子
育
て
支
援

室
」
が
担
当
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育
課
は
、
岩
村
庁
舎

に
設
置
。
課
内
に
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
こ
ど
も
園
化
に
向
け

て
「
こ
ど
も
園
対
策
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。「
こ
ど
も
子
育

て
支
援
室
」
は
、
市
役
所
庁
舎

２
階
で
事
務
を
行
い
ま
す
。

　「
幼
児
教
育
課
」
と
「
こ
ど
も

子
育
て
支
援
室
」
は
、
新
館
完

成
後
、
移
転
す
る
予
定
で
す
。

リ
ニ
ア
対
応
で
基
盤

整
備
を
推
進

　「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
」

は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

通
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
進
め

る
た
め
「
企
画
部
」
か
ら
「
建

設
部
」に
移
動
。
建
設
部
の「
都

市
整
備
課
」
は
「
都
市
住
宅
課
」

に
名
称
を
変
更
。「
建
設
課
」は
、

道
路
改
良
の
計
画
や
建
設
を
担

当
す
る
「
建
設
政
策
課
」
と
、

維
持
管
理
を
担
当
す
る
「
管
理

課
」
の
二
課
と
し
ま
し
た
。

　
経
済
部
の
「
農
業
振
興
課
」

と
「
林
業
振
興
課
」
を
統
合
し

て
「
農
林
課
」
と
し
ま
し
た
。

　
建
設
中
の
庁
舎
新
館
が
完
成

す
る
ま
で
は
、窓
口
が
分
散
し
、

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。
新
館

の
完
成
後
は
、
窓
口
や
機
能
を

集
約
し
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

【まちづくり推進部へ改編】

【子育て支援課の改編】

「
生
涯
学
習
課
」
に
、「
文
化
課
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」
を
統
合
し

て
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
」
に
変

更
。「
生
涯
学
習
課
」
で
は
、

三
学
運
動
を
主
体
的
に
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
市

役
所
庁
舎
新
館
が
完
成
す
る
ま

で
は
、岩
村
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　「
企
画
課
」は「
総
合
政
策
課
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

幼
保
育
園
は
教
育
委

員
会
に
移
動

　
幼
稚
園
と
保
育
園
の
事
務

は
、
市
長
部
局
に
あ
っ
た
「
子

育
て
支
援
課
」
か
ら
教
育
委
員

会
に
移
し
、
新
た
に
「
幼
児
教

育
課
」
で
行
い
ま
す
。

　「
子
育
て
支
援
課
」
で
行
っ

市
役
所
の
組
織
を
改
編

案
内

第
３０
回
孔
子
祭
を
開
催

み
ん
な
の
道
愛
護
事
業
で

道
路
の
美
化
を
応
援

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

聴
覚
障
が
い
者
の
耳
に
な

る
要
約
筆
記
講
座

問

改編前の体制

市民福祉部（市長部局）
子育て支援課
社会福祉課

改編後の体制

教育委員会
幼児教育課

こども園対策室

市民福祉部（市長部局）
社会福祉課

こども子育て支援室

企画部（市長部局）
企画課
まちづくり推進課

改編前の体制

教育委員会
社会教育課
文化課
スポーツ課

改編後の体制

まちづくり推進部（市長部局）
総合政策課
まちづくり推進課
生涯学習課
文化スポーツ課

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

▲市民が行う道路美化

▲話したことをパソコンで入力しスク
リーンに表示する要約筆記

これから講義を
始めます

これから講義を
始めます
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
中
山
道
広
重
美
術
館
で
は
、
連

続
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
ア
ー
ト
の
チ
カ
ラ
―
創

る
、
育
て
る
、
活い

か
す
」
と
題
し

た
全
５
回
の
連
続
講
座
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日
に
ち
・
内
容
　
▽
５
月
１０
㈯

＝
「
美
術
館
で
作
る
・
見
つ
け

る
「
わ
た
し
」
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
東
谷
千
恵
子
氏
（
世
田
谷

美
術
館
主
任
学
芸
員
）　
▽
７
月

１２
日
㈯
＝
「
ケ
ア
の
場
と
し
て
の

美
術
館
―
日
本
と
海
外
の
事
例
か

ら
―
」
稲
庭
彩
和
子
氏
（
東
京
都

美
術
館
学
芸
員
）　
▽
９
月
１３
日

㈯
＝
「
ア
ー
ト
か
ら
生
ま
れ
る
対

話
と
つ
な
が
り
」
吉
野
さ
つ
き

氏
（
愛
知
大
学
准
教
授
）　
▽
１１

月
８
日
㈯
＝
「
人
と
人
を
つ
な
げ

る
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
小
畠
喜
代
子
氏
（
臨
床
美
術

士
）　
▽
平
成
２７
年
１
月
１０
日
㈯

＝
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
人
々
の
変
化
」
白
坂
ゆ
り
氏

（
ア
ー
ト
ラ
イ
タ
ー
）

□
時
間
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
定
員
　
８０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
４
０
０
０
円（
全
５
回
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
美
術

館
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

申
し
込
む

※
各
回
単
独
の
受
講
も
で
き
ま

す
。
講
座
開
催
日
当
日
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
料
金
は
１
講
座

１
０
０
０
円
（
観
覧
料
は
除
く
）。

内
容
や
日
時
に
変
更
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志

２
０
―
０
５
２
２

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
。
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期

大
学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学

中
か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の

年
齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許

取
得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市

内
の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
２
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

　
市
茶
道
連
盟
に
協
力
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶

室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
料
金
　
大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
医
師
確
保
奨
学
資
金
の
貸

与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
将
来
、
医
師
と
し
て
東

濃
地
域
の
指
定
医
療
機
関
で
、
地

歌川広重

《東海道五拾三次
之内》
「日本橋　朝之景」

域
医
療
に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る

方□
定
員
　
５
人
程
度

□
金
額
　
２０
万
円
／
月

□
返
還
免
除
　
医
師
と
し
て
一
定

期
間
を
東
濃
地
域
の
指
定
医
療
機

関
で
勤
務
し
た
場
合
、
貸
付
金
の

返
還
を
免
除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る

□
締
め
切
り
　
５
月
２０
日
㈫

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
の
詳
細
は
、
東

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://tono-seib

u.org/syougakukin/index.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
丁
目
６８
―
１

東
濃
西
部
総
合
庁
舎
内
東
濃
西
部

広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
企
画
課

志
０
５
７
２
―
２
３
―
１
１
１
１

（
内
線
４
８
９
）

　
　
病
院
管
理
課
志
４
３
―
１
２

６
５

　
東
美
濃
ト
マ
ト
、
な
す
両
生
産

協
議
会
で
は
、ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
塾
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
塾
で
は
、
生
産
農
家
な
ど
か
ら

の
指
導
で
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
栽

培
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
栽
培
や
生
産
目
標
の
実
現
を

目
指
す
方
を
対
象
に
、
実
際
の
現

場
で
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
塾
を
受
講
し
、
本
格
的
な
ト
マ

ト
や
ナ
ス
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１１
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
７
回
。
１
回
の
研

修
時
間
は
半
日
程
度
）　

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
、
Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
選
果
場

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽
培
を
出

荷
目
的
に
考
え
て
い
る
か
、
来
年

以
降
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る
方

（
ト
マ
ト
コ
ー
ス
は
６０
歳
以
下
）　

□
締
め
切
り
　
４
月
２５
日
㈮
　

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０

１
３
７

　
　
農
林
課
（
内
線
５
４
８
）

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
、

対
象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免

除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る
　

□
受
け
付
け
　
随
時

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
４
９
２

（
住
所
不
要
）病
院
管
理
課
志
４
３

―
１
２
６
５

　
恵
那
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
接
し
方
や
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
・
内
容
　
▽
５
月
２４
日
㈯

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
・
ふ

れ
あ
い
遊
び
　
▽
１０
月
４
日
㈯
＝

ふ
れ
あ
い
遊
び
・
ま
と
め

□
と
こ
ろ
　
県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
対
象
　
高
校
生
以
上

□
定
員
　
３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

　
　
　
　
県
立
恵
那
特
別
支
援
学

校
渉
外
部
志
４
３
―
４
８
５
７

　広重の風景版画や魚類画など、名古屋市博物館
で開催されている「大浮世絵展」に出品協力した
関連作品を主に構成。当館の所蔵品からよりすぐ
りの広重の浮世絵版画を展観します。

４月６日㈰、５月４日㈰は、市民の日（市民に限り観覧
料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝
えてください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重（二代）

《諸国名所百景》
「尾州　名古屋　真景」

　初代歌川広重の弟子である
二代広重の代表作「諸国名所
百景」を紹介します。初代広
重の名を継ぎ、名所絵制作を
した二代広重の作品を通じ
て、初代広重に続く風景画の
系譜をご覧いただきます。

 国際浮世絵学会創立
５０周年記念特別企画展

４/３㈭～６/１５㈰

募
集

特
別
支
援
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

金
の
貸
与
者

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
の
受
講
者

中
山
道
広
重
美
術
館
の
連

続
講
座
の
受
講
者

ひ
し
屋
資
料
館
で
の
抹
茶

体
験

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
与

者

問

問

問 申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問 申
・
問

　
今
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
㌫

へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
所

得
の
低
い
方
や
子
育
て
世
帯
へ

の
影
響
を
和
ら
げ
る
た
め
、
臨

時
的
な
対
応
と
し
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
を
支
給
す
る
予
定

で
す
。
申
請
時
期
や
方
法
な
ど

は
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
本

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

□
対
象
　
平
成
２６
年
１
月
１
日

現
在
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
２６
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等

割
が
課
税
さ
れ
な
い
方
（
市
民

税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
方

の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
外
）

□
給
付
額
　
１
万
円
／
人
（
各

種
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給
者

に
は
、
５
０
０
０
円
を
加
算
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

□
対
象
　
平
成
２６
年
１
月
１
日

現
在
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
２６
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
を
受
給

し
、
平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
を
超
え
な

い
方
（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
者
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
は
対
象
外
）

□
給
付
額
　
１
万
円
／
児
童
１

人振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
注
意
を
　

　
給
付
金
に
関
し
て
、
市
や
厚

生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
や
厚
生
労
働
省

な
ど
が
、
給
付
金
を
支
給
す
る

た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
時
点
で
、
市
や
厚
生

労
働
省
な
ど
が
皆
さ
ん
の
世
帯

構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な

ど
、
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な

ど
を
か
た
る
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
物
が
届
い
た
り

し
た
ら
、
迷
わ
ず
市
役
所
か
恵

那
警
察
署
（
志
２
６
―
０
１
１

０
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３

１
）

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

問

▲現場での実習

「中山道広重美術館所蔵名品展」

「『広重』の継承者　二代広重　諸国名
所百景」

▲抹茶を体験する子どもら
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里
で
は
、

春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ミ
ズ
ナ
ラ
と
サ
ワ
ラ
の
共
生
木

や
貴
重
な
根
上
が
り
木
を
巡
る

原
生
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
、
日

本
名
松
百
選
の
松
並
木
や
樹
齢

２
０
０
０
年
の
弁
慶
ス
ギ
を
訪
ね

る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
▽
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生
林

散
策
＝
５
月
１１
日
、
２５
日
、
６
月

１５
日
、２９
日
、７
月
１３
日（
日
曜
日
）

▽
大お

お

船ぶ
ね

山さ
ん

・
松
並
木
散
策
＝
７
月

６
日
㈰

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円（
入
山
料
、

保
険
料
、
ガ
イ
ド
料
を
含
む
）

※
弁
当
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
住
所
❷
氏

名
❸
連
絡
先
❹
参
加
希
望
日
―

を
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里

自
然
倶
楽
部
志
思
４
７
―
３
１
５

１
、
死fukujyu@

nposize
n.enat.jp

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
５
月
８
日
㈭
、１３
日
㈫
、

２０
日
㈫
、
２７
日
㈫
午
前
９
時
半
～

１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力
や

マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を

学
び
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
】

□
と
き
　
５
月
８
日
～
２９
日
（
毎

週
木
曜
日
）午
後
１
時
～
３
時（
全

４
回
）

□
内
容
　
ワ
ー
ド
を
使
い
、
図
形

や
表
、
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
な
ど
を

入
れ
た
チ
ラ
シ
の
作
り
方
を
学
び

ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１２
日
㈯
午
前

１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５
月

１
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先

し
ま
す

□
そ
の
他
　
各
講
座
の
開
催
は
、

５
月
１
日
㈭
ま
で
の
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９

７
２
７

　
モ
ン
ゴ
ル
村
で
は
、
本
年
度
の

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、「
モ
ン

ゴ
ル
村
春
ま
つ
り
２
０
１
４
～
ハ

ワ
リ
ン
バ
ヤ
ル
～
」
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ワ
リ
ン
バ
ヤ
ル
は
モ
ン
ゴ

ル
語
で
春
ま
つ
り
で
す
。

□
と
き
　
４
月
２６
日
㈯
午
後
２
時

～
５
時

□
と
こ
ろ
　
モ
ン
ゴ
ル
村

□
内
容
　
▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＝
福

寿
太
鼓
　
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
＝
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど
　
▽
バ
ザ
ー
＝
五
平

餅
な
ど
の
地
元
物
産
販
売
　
▽
そ

の
他
＝
木
工
製
品
の
販
売
な
ど

　
　
モ
ン
ゴ
ル
村
・
道
の
駅
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
志
４
７
―

３
０
１
０

　
恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会
で
は
、
童

話
や
エ
ッ
セ
ー
、
詩
、
短
文
な
ど

の
物
語
り
作
り
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２３
日
、５
月
２８
日
、

６
月
２５
日
、７
月
１６
日
（
水
曜
日
）

午
後
１
時
半
～
３
時
（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
０
０
０
円

□
講
師
　
磯
部
彰
さ
ん
（
図
書
館

サ
ポ
ー
タ
ー
）

□
持
ち
物
　
原
稿
用
紙
、
筆
記
用

具※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
　

　
　
　
　恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会（
村

中
）
０
９
０
―
８
５
４
９
―
１
２

３
８

　
正
家
廃
寺
保
存
会
で
は
、
歴
史

や
文
化
財
研
究
の
第
一
人
者
を
迎

え
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
１９
日
㈯
午
後
１
時

半
（
午
後
１
時
開
場
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
内
容
・
講
師
　
▽
第
一
部
＝
正

家
廃
寺
跡
発
掘
調
査
状
況
の
説

明
、
三
宅
唯
美
（
市
職
員
）　
▽

第
二
部
＝
講
演
会
❶
「
天て

ん

武む

・
持じ

統と
う

両
帝
の
御ご

治じ

績せ
き

」、
松ま

つ

久く

保ぼ

秀し
ゅ
う

胤い
ん

氏
（
薬
師
寺
長
老
）
❷
「
古
代

建
築
物
の
復
元
」、
鈴
木
嘉か

吉き
ち

氏

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
所
員
）

　
　
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

志
２
５
―
１
２
８
５
　

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
こ
と
し
の
明
知
鉄
道
沿
線
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
、
市
制
１０
周
年
や

明
知
鉄
道
開
通
８０
周
年
記
念
、
恵

那
三
十
三
観
音
霊
場
３０
周
年
記
念

協
賛
事
業
で
開
催
し
ま
す
。
１３
の

観
音
寺
院
と
里
山
を
巡
る
各
コ
ー

ス
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
寺
院
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、
串
原
の
ミ
ニ
布
ぞ
う
り

付
き
極
楽
駅
の
切
符
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
開
催
し
ま
す
。

【
寄
り
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】　
　
　

　
１２
月
ま
で
、
毎
月
第
３
木
曜
日

に
開
催
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

す
。
出
発
駅
か
ら
次
の
駅
ま
で
各

コ
ー
ス
を
１０
か
ら
１２
㌔
歩
き
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
１７
日
㈭

岩
村
駅
発
～
極
楽
駅
着
（
岩
村
城

下
町
、
盛せ

い

巌が
ん

寺じ

、
清せ

い

楽が
く

寺じ

）、
５

月
１５
日
㈭
飯
羽
間
駅
発
～
阿
木
駅

着
（
富
田
農
村
景
観
日
本
一
、
東と

う

光こ
う

院い
ん

、
萬ば

く

嶽が
ん

寺じ

）、
６
月
１９
日
㈭

山
岡
駅
発
～
明
智
駅
着
（
普ふ

門も
ん

寺じ

、
観か

ん

音の
ん

寺じ

）、
７
月
１７
日
㈭
野

志
駅
発
～
山
岡
駅
着
（
安あ

ん

住じ
ゅ
う

寺じ

、

東
海
自
然
歩
道
）、
８
月
２１
日
㈭

極
楽
駅
発
～
花
白
温
泉
駅
着
（
東

海
自
然
歩
道
、
徳と

く

祥し
ょ
う

寺じ

、
林り

ん

昌し
ょ
う

寺じ

）、
９
月
１８
日
㈭
明
智
駅
発
～

野
志
駅
着
（
明
知
城
跡
、
安
住

寺
）、  

１０
月
１６
日
㈭
飯
沼
駅
発
～

Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
着
（
子こ

安や
す

寺じ

、
禅ぜ

ん

林り
ん

寺じ

、
根
の
上
高
原
）、
１１
月
２０

日
㈭
阿
木
駅
発
～
岩
村
駅
着
（
萬

嶽
寺
、
龍り

ゅ
う

泉せ
ん

寺じ

、
岩
村
城
下
町
）、

１２
月
１８
日
㈭
東
野
駅
発
～
恵
那
駅

着
（
正
家
廃
寺
、
圓え

ん

通つ
う

寺じ

）

　
　
ゆ
ー
す
・
れ
く
サ
ー
ク
ル（
赤

尾
）
志
０
５
７
３
―
６
５
―
３
５

３
４

【
特
別
イ
ベ
ン
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
合
わ
せ
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
１１
日
㈰

飯
沼
駅
発
～
阿
木
駅
着
（
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
園
）、
７
月
２７
日
㈰
恵
那
駅

発
～
岩
村
駅
着
（
岩
村
電
気
軌
道

跡
）、
１０
月
４
日
㈯
岩
村
駅
発
～

花
白
温
泉
駅
着
（
岩
村
秋
祭
り
渡

御
行
列
）

　
　
明
知
鉄
道
志
５
４
―
４
１
０

１【
ス
ロ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

　
１２
月
ま
で
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
開
催
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

す
。
出
発
駅
ま
で
各
コ
ー
ス
を
７

か
ら
８
㌔
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
９
日
㈬

明
智
駅
発
着
（
明
知
城
跡
）、
５

月
１４
日
㈬
山
岡
駅
発
着
（
イ
ワ
ク

ラ
の
森
）、
６
月
１１
日
㈬
飯
沼
駅

発
着
（
子
安
寺
、
禅
林
寺
）、
７

月
９
日
㈬
飯
羽
間
駅
発
着
（
富
田

農
村
景
観
日
本
一
、
東
光
院
）、

８
月
１３
日
㈬
花
白
温
泉
駅
発
着

（
萬ま

ん

勝し
ょ
う

寺じ

）、
９
月
１０
日
㈬
東
野

駅
発
着
（
宗そ

う

久き
ゅ
う

寺じ

、
妻さ

い
の

神か
み

）、
１０

月
８
日
㈬
野
志
駅
発
着（
安
住
寺
、

八
王
子
神
社
）、
１１
月
１２
日
㈬
極

楽
駅
発
着
（
飯
羽
間
城
跡
、
徳
祥

寺
）、
１２
月
１０
日
㈬
阿
木
駅
発
着

（
阿
木
城
跡
、
萬
嶽
寺
、
龍
泉
寺
）

　
　
恵
那
水
曜
歩
こ
う
会（
三
浦
）

志
２
６
―
４
８
５
０

【
共
通
】

□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具□
そ
の
他
　
明
知
鉄
道
恵
那
駅
午

前
９
時
２７
分
発
の
列
車
で
各
コ
ー

ス
へ
向
か
い
ま
す

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
交
通

費
や
訪
問
施
設
の
入
館
料
な
ど
が

必
要
で
す

　
１２
月
ま
で
、
毎
月
第
１
木
曜
日

に
「
Ｎね

Ｅ
Ｎの

Ｏ
Ｗう

ぇ

Ａ
Ｙ
Ｗう

Ａお

Ｌー

Ｋく

」
を
開
催
し
ま
す
。

　
根
の
上
高
原
の
三
つ
の
湖
を
中

心
に
遊
歩
道
や
渓
谷
の
道
、
尾
根

道
、林
道
、古
道
な
ど
を
毎
回
コ
ー

ス
を
変
え
て
探
索
し
ま
す
。

　
根
の
上
高
原
の
四
季
を
歩
い
て

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
３
日
、５
月
１
日
、

６
月
５
日
、
７
月
３
日
、
８
月
７

日
、
９
月
４
日
、
１０
月
２
日
、
１１

月
６
日
、
１２
月
４
日
（
木
曜
日
）

□
時
間
　
午
前
９
時
半
集
合
（
小

雨
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
根
の
上
高
原
芝
生
広

場□
料
金
　
▽
初
回
＝
１
０
０
０
円

▽
２
回
目
以
降
＝
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
　

　
　
根
の
上
高
原
観
光
保
勝
会
志

０
５
７
３
―
６
５
―
３
５
３
４
　

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲明知鉄道で各コースへ向かう

▲講師の鈴木嘉吉氏

▲岩村秋祭りの渡御行列

▲ゆっくり無理なく歩く

▲貴重な根上がり木に出会う

▲暖かい春を迎えたモンゴル村

▲講師の松久保秀胤氏 ▲美しい花が咲く保古の湖の湖畔

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

明
知
鉄
道
開
通
８０
周
年
記

念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

モ
ン
ゴ
ル
村
の
春
ま
つ
り

を
開
催

正
家
廃
寺
保
存
会

歴
史
講
演
会
を
開
催

根
の
上
高
原
を
歩
こ
う

（N
E

N
O

W
A

Y
 W

A
L

K

）

春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

物
語
り
作
り
講
座
の
受
講

生
を
募
集

問

申
・

問

問

問

問

申
・

問

問

申
・

問問

15 142014.4.1 広報えな



H A P P Y  B I R T H DAY
わが家のBABY

BOX情報情
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U
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A
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 W
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H

１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

　５月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
４月１５日㈫までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母父 母

父 母父 母

父 母裕美さん

伊藤 優
ゆう

眞
ま

くん

大介さん

１
歳
！
お
め
で
と

う
♡
元
気
い
っ
ぱ

い
！
大
き
く
な
っ

て
ね
♡

上矢作町

松下 夕
ゆ

祐
う

ちゃん
上矢作町

智さん 貴恵さん

夕
祐
１
歳
お
め
で

と
う
！
日
々
楽
し

く
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
。

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　伝統芸能などが一堂に会し披露する、第24回市伝統
芸能大会が、恵那文化センターで開催されました。この
日は、文楽や歌舞伎、獅

し し

子舞
まい

、囃
はや

子
し

などを11団体が披
露。会場に集まった約930人は、先人が残してくれた、
未来に伝えるべき伝統芸能に親しみました。

　
長
島
小
学
校
の
６
年
生
９４
人
が
、
蛍
の
幼
虫
と
幼
虫
の
餌
に
な

る
カ
ワ
ニ
ナ
を
小
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
流
し
ま
し
た
。
児
童

ら
は
、
育
て
て
い
た
水
槽
か
ら
蛍
の
幼
虫
と
カ
ワ
ニ
ナ
を
出
す
作

業
を
し
た
後
、
学
校
の
近
く
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
移
動
。
小
川

の
両
側
に
並
び
、
無
事
の
成
長
を
願
い
つ
つ
、
蛍
の
幼
虫
と
カ
ワ

ニ
ナ
を
流
し
て
、
幼
虫
た
ち
を
見
送
り
ま
し
た
。

育てた蛍をビオトープに放流

市川 春
はる

磨
ま

くん

２月２8日

未来に伝える伝統芸能を披露 ２月２3日

　名古屋市中区の大須で日本大正村矢
や
絣
がすり
隊
たい
がパレードを

行いました。日本大正村がことし、立村30周年を迎え
ることを宣伝するために行ったものです。矢絣姿の女性
27人は、２列になって大正音頭や大正村音頭を踊りな
がら、商店街を練り歩き、行き交う人を楽しませました。

大須で大正村30周年を宣伝

「えなハヤシ」と先人を学ぶ

　串原中学校の８人の卒業生に、中山太鼓保存会から中
山太鼓免許状が授与されました。生徒らは、伝統の中山
太鼓の技術を磨き、３年間努力。免許状は、太鼓を習得
した証です。この日披露された生徒らの太鼓演奏では、
体育館に力強く迫力ある太鼓が響き渡りました。

卒業生に中山太鼓習得の証

　東野小学校６年生15人が「えなハヤシ」と先人を学
びました。えなハヤシは、恵那のB級グルメとして普
及を目指すハヤシライス。児童らは、えなハヤシの作り
方を習いながら調理し、ハヤシライスを考案したという
岩村藩の先人の早

は や し

矢仕有
ゆう

的
てき

のことも学習しました。

哲哉さん さつきさん

長島町

え
り
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
が
大
好
き
だ
よ

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
ね
！

原 依
え

莉
り

乃
の

ちゃん

忍さん 文香さん

祝
１
歳
♡
元
気
に

育
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
強
く

な
っ
て
ね
。

長島町

若尾 武
たけ

龍
る

くん

長島町

明さん 清世佳さん

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
た
け
る
の

笑
顔
が
大
好
き
だ

よ
ー
♡

柘植 梨
り

子
こ

ちゃん

中野方町

知彦さん 悠子さん

い
つ
も
笑
顔
を
あ

り
が
と
う
♥
元
気

に
す
く
す
く
育
っ

て
ネ
。

古田 こはるちゃん
大井町

健さん なつみさん

１
歳
お
め
で
と
う

♬
笑
顔
の
す
て
き

な
こ
は
ち
ゃ
ん
大

好
き
♡

伊藤 悠
ゆう

くん

武並町

友彦さん 恵美子さん

悠
さ
ん
１
歳
お
め

で
と
う
‼
元
気

い
っ
ぱ
い
育
っ
て

ね
♡

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

田口 楓
かえ

奈
な

ちゃん

三郷町

真一さん めぐみさん

１
歳
♡
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
。
そ

の
笑
顔
で
み
ん
な

を
癒
や
し
て
ね
♪

水谷 琉
る

惟
い

くん
明智町

俊輔さん 祥江さん

琉
惟
１
歳
お
め
で

と
う
♡
笑
い
！
泣

き
！
元
気
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ね

４月生まれ

２月２6日

２月２8日３月７日

　第10回広重賞市こども版画コンクールが開催され、
市内34校の幼稚園や保育園、小学校、中学校から3,177
点の応募がありました。このうち、170点を入賞と入
選作品に選定。中山道広重美術館で展示されました。広
重賞には、篠原汐

しお

舞
ん

さん（東野小6年）が選ばれました。

第10回広重賞は篠原さん ３月９日
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　「
正
し
い
姿
勢
を
身
に
付
け
て
、
健
康

と
美
し
さ
を
手
に
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
話

す
の
は
、
市
民
講
座
な
ど
で
健
康
体
操
の

講
師
を
務
め
る
多
々
良
恵
子
さ
ん
。

　
多
々
良
さ
ん
が
人
の
姿
勢
に
関
心
を

持
っ
た
の
は
、
着
物
の
着
付
け
の
仕
事
を

し
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
着
物
を
着
る
と

き
の
若
い
女
性
の
姿
勢
が
崩
れ
て
い
る
の

を
見
て
、「
着
物
を
着
て
美
し
く
な
る
以

前
に
人
間
が
美
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
」
と

強
く
感
じ
た
。

　
姿
勢
が
悪
い
の
は
男
性
も
同
じ
。
日
ご

ろ
の
仕
事
な
ど
に
よ
る
骨
格
の
ゆ
が
み
が

問
題
だ
と
感
じ
て
い
た
。「
日
本
人
の
生

活
様
式
が
和
式
か
ら
洋
式
に
変
わ
り
、
正

し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
筋
肉
が
育
ち
に

く
く
な
っ
た
の
が
原
因
」
と
分
析
す
る
。

　
そ
の
た
め
国
内
で
健
康
体
操
を
進
め
る

い
く
つ
か
の
団
体
で
勉
強
し
、
腰
痛
ケ
ア

指
導
士
や
健
康
矯
正
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ト

レ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
資
格
を
得
た
。

　
そ
れ
で
も
自
分
が
納
得
す
る
指
導
が
で

き
な
か
っ
た
。
研
究
の
末
、
た
ど
り
着

い
た
の
が
、
タ
イ
国
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ

だ
。
人
間
の
体
の
構
造
を
理
解
し
、
ど
ん

な
仕
組
み
で
骨
格
に
ゆ
が
み
が
生
じ
て
痛

い
の
か
、
治
す
に
は
ど
の
よ
う
な
運
動
が

必
要
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
本
当
の
健
康

と
美
し
さ
は
手
に
入
ら
な
い
と
考
え
た
か

ら
だ
。「
人
そ
れ
ぞ
れ
体
の
状
態
は
違
う
。

そ
れ
を
理
解
せ
ず
に
指
導
す
る
こ
と
は
危

険
な
こ
と
」
と
真
剣
な
表
情
で
話
す
。

　
多
々
良
さ
ん
の
教
室
で
は
、
人
体
模
型

を
使
う
こ
と
が
多
い
。
受
講
者
に
体
の
仕

組
み
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
運
動
を

す
る
た
め
だ
。「
自
分
の
体
の
状
態
を
知

れ
ば
治
そ
う
と
思
う
。
治
し
方
を
知
っ
て

い
れ
ば
続
け
ら
れ
る
」
と
自
分
で
実
践
で

き
る
健
康
体
操
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

激
し
い
運
動
を
す
る
必
要
は
な
い
。
背
筋

を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
い
る
だ
け
で
重
力
に

逆
ら
う
の
で
筋
肉
が
育
つ
。
背
中
が
丸
く

な
っ
た
と
感
じ
た
ら
、う
つ
伏
せ
に
な
る
。

簡
単
な
運
動
で
も
効
果
は
あ
る
の
だ
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
健
康
と
美
し
さ
を
手

に
入
れ
て
ほ
し
い
と
願
う
多
々
良
さ
ん
は

み
ん
な
に
問
い
掛
け
る
。「
今
の
自
分
は

美
し
い
で
す
か
」。

▲体の仕組みを説明しながら指導

正しい姿勢で健康に
自分でできる健康体操の普及に努める

□プロフィール

タイ国古式マッサージなど幅広い分野で認定

を得て健康体操を指導。ことしは中野方や笠

置などでも教室を開催する。

多
た

々
た

良
ら

 恵
け い

子
こ

 さん　

長島町中野

恵那で輝いている旬な人を紹介します

３月９日
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※コミセン＝コミュニティセンターの略 

女性のための鍋まつりを開催

　岩村町で「女性のための鍋まつり」が開催され、岩村
町出身の足立香代子さん（せんぽ東京高輪病院栄養管理
室長）が監修した鍋料理が振る舞われました。会場には、
骨元気鍋や血液サラサラ鍋、美肌鍋など6種類の鍋が
並び、来場者は目的に合った鍋を食して堪能しました。

園児と高齢者が一緒に遊戯

　上矢作保育園に高齢者ら24人が訪れ、園児と交流を
しました。高齢者は、上矢作町内の二つの「いきいきサ
ロン」の方々です。35人の園児たちは、歌を披露した後、
高齢者と一緒に遊戯をしたり、踊りをしたりして体を動
かし、楽しいひとときを過ごしました。

明智の町を2千人が走る

　第30回日本大正村クロスカントリーが明智町で開催
され、県内外から1,925人が参加しました。コースは
10、6、2マイルの 3コース。ランナーは、早春の草
木が芽吹き始めた豊かな自然と大正ロマンの薫る町並み
を、日ごろ鍛錬した力を発揮して懸命に走り抜けました。

飯地小と潮見小が一輪車交流

　飯地小学校で、加茂郡八百津町の潮
しお

見
み

小学校との一輪
車交流会が行われました。両校は一輪車に熱心に取り組
んでいます。この日は、お互いの学校を紹介したり、一
輪車の技を披露し合ったりしました。児童らは、一輪車
の技が決まったときには拍手でたたえ合いました。

吉田小141年の歴史に幕

　141年の歴史を持つ吉田小学校で、閉校式と閉校記
念式典が行われました。閉校式では、閉校を宣言し、校
旗を返納。閉校記念式典では、児童らが同校のイメージ
ソングや校歌を合唱するなどし、学校の別れを名残惜し
みました。児童は、４月から明智小学校に通います。

明智振興事務所の庁舎が完成

　明智振興事務所の新庁舎の完成式が開催され、地元の
住民や関係者ら約50人が参加。テープカットや式典、
施設の披露が行われました。建物は、木造平屋建て、延
床面積228.33 平方㍍。旧建物の耐震性が乏しかった
ために建て替え、利用者の安全確保を図りました。

３月10日

３月11日３月15日

３月16日３月19日



ひと口メモ

恵那写真館
私の大好きな 1枚
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 ひよもの枝垂れザクラ ひよものしだれざくら】

　串原中沢地区の山裾で、見事な花を咲かせる「ひよもの枝
垂れザクラ」。樹齢は 250年ほどで、根周り約 6㍍、幹周り
約 4㍍、樹高と枝張りは 20㍍を超す巨木である。桜は所有
者の三宅家の先祖が墓守り桜として植えたものと伝えられ、
県の天然記念物に指定されている。また飛騨美濃さくら 33
選に選定されている。ひよもの枝垂れザクラの「ひよも」と

幽玄な姿の枝垂れ桜

は、日当たりのよい、見晴らしのよい所ということに由来し
て名付けられた三宅家の屋号である。
　この他市内には、「新

しんでん

田の桜」（上矢作町）、「恵那峡の桜」
「土

ど ど が ね

々ヶ根のしだれザクラ」（大井町）、「大名墓地の桜」「吉
よし

田
だ

川
がわ

経
きょう

塚
づか

の枝垂れ桜」（岩村町）、「釜
かま

屋
や

の枝垂れ桜」（山岡町）、
「八

や と

斗蒔
まき

の彼岸ザクラ」（明智町）、「奥矢作湖畔の桜」（串原）
など多くの桜の名所がある。

毎年 4月中旬に見頃を迎え、頭上部分の白っぽい花が背景の緑にくっきりと浮き出て、
遠くからの眺めは格別である。近くに行って見上げると、ものすごい量の花が今にも天か
ら降り注ぐかのよう。

地名は大
おおやな

簗と言い、ダムの出来
る前から景色の良い所です。午
前中にはダム湖に山の影が映り、
日なたと日影の輝度の差が非常
にきれいです。秋の紅葉は特に
お薦めです。

湖畔の冬

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した用
紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

串原　中
なかがきむつ

垣睦美
み

さん

次号は

４月１５日号

発行日は

４月１５日㈫です

広報えな No.２１７
２０１４年（平成２６年）

４月１日発行

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１．３円（税込み）です。

（撮影地：矢作第２ダム）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。
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